
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 2月 12日(火)、午後 3時 00分から 

    南郷ハートフルセンター・学習室 

 

 

 

平成 25年度 第１2回 

日南市教育委員会 

会議録 
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１ 会議の名称 平成 25年度教育委員会 第１２回会議（定例） 

 

２ 会議日時  平成 26年 2月 12日（火)、 

午後 3時 00分から午後 4時 30分まで 

     

３ 出欠確認 

（１） 出席委員  迫元茂保   藤田義弘   八木真紀子  

松野蓮香   黒木康英 

 

（２） 事務局 教育次長 村角昌宏 

学校教育課長 倉元保久 

学校教育課教育専門対策監 津曲文男 

学校教育課長補佐兼管理係長 中川貴登 

文化生涯学習課長 岡本武憲 

スポーツ推進課長 早田秀穂 

学校教育課管理係主査 瀬田順司 

 

 

４ 場所  南郷ハートフルセンター・学習室 

 

 

５ 傍聴者  ２名 

 

 

６ 開会 

【迫元委員長】 

皆様こんにちは。暦の上では、春になっていますが毎日寒い日が続いています。 

また、インフルエンザやノロウィルス等についてのニュースが毎日のように流れ 

ています。お互いに健康には、十分に気をつけていきたいなと思っています。 

さて、本年度もまとめの時期になります。教育委員会の各課の行事についても１ 

  年間のまとめの行事が残されていると思います。最後までしっかりがんばってもら 

  いたいと思います。 

今日は、寒い中、傍聴に来ていただいてありがとうございます。 

日南市の教育委員会は、開かれた教育委員会を目指しています。 

その取組みの一つとして、教育委員会の会議を公開しています。 

内容によっては、非公開の内容もありますが、出来るだけ見ていただいて、市民 
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  の皆様に御理解をいただきながら進めていきたいと考えています。 

それでは、平成 25年度第 12回教育委員会定例会を開会いたします。 

  

 

７ 出席者及び傍聴者確認 

 

【迫元委員長】 

  「出席者及び傍聴者確認についてです。本日は、委員 5名、全員出席です。（傍聴

者 2名）」 

 

【村角教育次長】 

  「本日は、事務局全員出席です。」 

     

８ 活動報告 

（１） 教育委員長活動報告【迫元委員長】 

 

① 1月 15日、スクールコンプライアンス推進講演会が県の教育研修センターであり、

出席しました。 

  内容は、「価値観の多様化の時代におけるスクールコンプライアンス」～慣習的学

校運営からの脱却を目指して～というテーマで講演が行われました。 

講師は、日本女子大学教職教育開発センター教授の坂田氏でした。 

その話の中で、これからのスクールコンプライアンスは、単なるコンプライアン

スではなく、組織の最大限の力を発揮する支援という視点が大事であることや経験

主義、慣習的学校運営からの脱却が大事であるということを話されました。 

そのためには、想像力を磨くことが大事であると話されました。 

② 同日、日南市女性のつどい、日南市男女共同参画講演会、吾田地区生涯学習講演

会がふれあい健やかセンターであり、出席しました。 

  講師は、宮崎日々新聞文化部次長の中川美香氏でした。 

内容は、「新聞には、命がある。日南とお茶の間から学んだこと」というテーマで

講演が行われました。 

若い時代に日南支社に勤務されていました。その時の日南支社の思い出とか自分

の担当記事を通して学んだことを話されました。 

その中で、記事を通していろいろな人とつながることができるという話をされま

した。 

③ 1 月 22 日、新春子どもの声を聴く会が南郷ハートフルセンターであり、出席しま

した。 
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   日南市内の各学校から 1 名ずつ代表が出て、自分の意見を堂々と発表してくれま

した。 

審査員として参加しましたが、事前にいただいた原稿を十分に読み、また当日の 

   発表を聞いて、子ども達が本当に真剣に考えていることを感じ、頼もしく感じまし 

   た。 

    日南市の将来の明るい希望を感じた 1日でした。 

④ 1 月 25 日、日南市ＰＴＡ研究大会が南郷ハートフルセンターであり、出席しまし

た。 

ＰＴＡの発表は、吉野方小学校でした。 

小規模校ならではの協力体制の良さ、地域の協力の大切さを発表されました。 

その後、高校生の発表もありました。 

都合で 1校しか聞けませんでしたが、とても素晴らしい発表でした。 

⑤ 同日、県の女子駅伝大会の開会式が日南市総合運動公園体育館であり、出席しま

した。 

  県内から 23チームの参加がありました。 

  年々出場チームが増えており、大変喜んでいるところです。 

  日南市からも 4チームが出場しました。 

⑥ 1月 26日、県の女子駅伝大会が日南市総合運動公園発着で行われました。 

  今回は、スターターということで参加させていただきました。 

多くのボランティアに支えられて、成功のうちに終了いたしました。 

 日南市の 4チームも大変がんばっていました。 

⑦ 1月 28日、油津小学校で、地産地消交流給食があり、出席しました。 

  今回は、日南の特産である魚うどんがメインのメニューでした。 

  生産者である漁協婦人部の方が魚うどんについて説明され、子ども達も活発に質     

 問をしていました。 

⑧ 2月 1日、学校給食展がまなびピアであり、参観を行いました。 

  当日は、同時間帯に 2 つの行事が重なっていたので、開会式の後、食育コーナー

や子ども料理教室のみ参観しました。 

  親子連れの姿が多く見られました。 

また、子ども料理教室は、申込者が多く、抽選をしたという話を聞きました。 

食育の大切さが語られている今、このような学校給食展は、とても大事な行事で

あると感じました。 

⑨ 同日、日南市地域福祉推進大会が文化センターであり、出席しました。 

第 1部では、開会行事の後に社会福祉事業に功労のあった個人・団体についての 

市長表彰と社会福祉協議会長表彰がありました。 
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第 2 部では、ふれあいいきいきサロンのつどいとして、事例発表と寸劇がありま

した。 

    事例発表では、日後谷いきいきサロンと北郷の新町いきいきサロンが日々の活動 

   の紹介をされました。 

    2つのサロンとも、如何にして参加者を増やし、楽しいサロンにするかについて、 

   工夫されている様子を発表されました。 

⑩ 2月 4日、「手づくり郷土賞」の認定証伝達式が小村記念館であり、出席しました。 

今回の受賞は、大賞部門で、日南市と城下町保存会が受賞したものです。 

国土交通省九州地方整備局の岩崎局長より、﨑田市長と清水会頭に認定証とプレー 

   トが手渡されました。 

    飫肥の取組みとしては、保存会を中心に住民のみなさんが一体となって、伝統的建 

造物保存や食べ歩きまちあるき事業など歴史的資源を生かしながら飫肥地区の振興に 

取り組んだものです。 

   

以上、活動報告を終わります。 

 

（２） 教育長活動報告【黒木教育長】 

    

① 1月 15日、コンプライアンス研修会終了後にコンプライアンス推進協議会があり、 

  出席しました。 

    内容は、各学校の実情についての情報交換や事件、事故を防ぐための協議を行い 

   ました。 

    早速、教育長だよりを通じて、各学校に、これまでの慣習に捉われず、新しい感 

   覚で教育にのぞまなければならないという思いを込めて発信を行いました。 

② 同日、学校改善プロジェクト会議に出席しました。 

  この会は、校長会の代表、教頭会の代表、指導主事で行います。 

  今年度は、校長や教頭の意見を聞きながら、学校事務の煩雑さの解消や子ども達

の教育に必要なことについて、情報交換を行っています。 

 この 1年間、学校の要望をまとめることができました。 

学校の要望として、市の主催する研修について、改善してほしいという要望があ     

   りました。 

    それは、午後に子ども達を下校させてまで行う研修の意味が見出せないというこ 

   とでした。 

    今後、市が主催する研修の在り方について、学校の意見を吸い上げて、より現実 

   なものにしないといけないと思っています。 

    来年度に具体的に実践していきます。 
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③ 1月 17日、薬剤師会の新年会に出席しました。 

  ちょうど医師会の方々もお見えになっていました。 

  インフルエンザやノロウィルス対策で協力をしていただく機関なので、学校医の

先生をはじめ、いろいろな方々と情報の交換を行いました。 

④ 1月 16日、21日に教職員評価フィードバックを行いました。 

内容は、校長先生の評価関係のフィードバックです。 

私がまだ慣れていないこともあり、非常に難しいものがあります。 

いろいろ情報交換を行いながらフィードバックをしました。 

⑤ 1月 19日、鵜戸地区の地震・津波対策避難訓練に出席しました。 

    新聞報道もされましたが、沿岸地域では、15分程度で浸水が始まるという情報が 

あります。 

日南市は、油津、大堂津、鵜戸地区等の沿岸地域がありますので喫緊の対策が必 

   要だと感じています。 

    教育委員会としても、沿岸地域に位置する学校の早急な対策を練る必要があると 

   考えています。 

⑥ 1月 22日、新春子どもの声を聴く会に出席しました。 

本年度は、細田小学校、細田中学校が最優秀賞を受賞されました。 

⑦ 1月 23日、県の特別支援教育室長が来られました。 

内容は、特別支援関係の拠点校を日南・串間地域に 1校設置して、そこを中心に 

担当の先生が特別支援の支援に全体的に回る新規事業のエリアサポート事業につい

て説明をされました。 

  拠点校には、県から別に 1名の教職員の配置があるそうです。 

⑧ 1月 24日、小中連携・一貫教育推進連絡会に出席しました。 

    日南市には、一貫校が 3校あり、3校とも一貫校をスタートした時期がそれぞれ異 

なります。 

北郷小中学校は、5年、鵜戸小中学校は、3年、東郷小中学校は 1年目で、それぞ 

   れに学校で抱えている課題が異なります。 

    お互いに情報を交換する必要があると感じたので、校長や教頭に相談して、来年    

   度は、その 3校による定期的な情報交換会ができればと思います。 

スピート感を持った小中連携・一貫校の在り方ついて、検討してみてはどうかと

各学校の校長先生に話をしたところです。 

⑨ 2月 4日、「手づくり郷土賞」の認定証伝達式に出席しました。 

日南市が歴史的風致維持向上計画の指定を受けたので、このことと併せて、今後、

飫肥を中心としたこれまでの取組みをより一層充実させることができると思います。 

    また、油津も含めて、日南市全体の観光を考えていかなければならないと思います。 

⑩ 2月 7日、県教育機関連絡協議会研究発表会が佐土原文化センターであり、出席 
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 しました。 

すごく洗練された研究で児童の変容を中心に 1年間の研究を見事に発表されまし

た。 

     ⑪ 2月 10日、日南郷土史会の方々と延岡市北川町の小倉処平記念館に研修に行っ      

    てきました。 

    小倉処平の功績について学んできました。 

    和田越えの戦いについて、説明を受け、この険しい山の中で郷土の偉人が命を落 

   としたということにこころが痛みました。 

 

以上、活動報告を終わります。 

 

 

９ 前回の議事録承認 

 

作成中のため次回の定例会議で承認 

 

 

１０ 議題について 

  議題１ 今年度の反省会と次年度計画について 

 

              

（委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（藤田委員） 

 

 

今年度の反省会と次年度の計画について、資料の 6ページをご覧く 

ださい。 

平成 25年度の日南市教育委員会定例会の実績の資料です。 

協議事項、報告事項、研修、教育関係施設の見学、各種行事の参加 

等を記載しました。 

 この資料をもとに本年度を振り返りながら、次年度の予定について、 

委員の皆様の御意見をお聞きします。 

 まず、平成 25 年度の反省事項、次に、その反省事項を踏まえ平成

26年度の予定に入れて欲しいことについて御意見をお願いします。 

予定に入れて欲しいことについて、例えば、参観したい行事や定例会

議で取り上げたい事案等あると思います。 

まず、平成 25年度の反省事項について、何かありませんか。 

本年度予定をしていた支援事業関係の視察等が日程の都合で行けま 

せんでした。 

次年度については、スクールカウンセラーや相談員から業務上で経 
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（委員長） 

 

 

 

 

（松野委員） 

 

 

 

 

（委員長） 

（教育長） 

 

（松野委員） 

 

（委員長） 

 

 

 

（松野委員） 

 

（藤田委員） 

 

（教育長） 

 

 

 

 

 

（委員長） 

 

 

（八木委員） 

 

 

験された主な事案について、お話をお聞きしたいです。 

当初、11月に日南市の教育支援センターの視察を予定していました。 

今年度は、日程の都合で中止になりましたので、次年度は、教育支

援センターの視察と教育支援センターのそれぞれの担当者のお話が聞

けるように計画したいと思います。 

その他にありませんか。 

教職員とのふれあいコミュニケーションの際にとったアンケートの 

結果を見てみると全体で意見交換をする場合は、言えないこともある

ので学校単位でこじんまりと実施して欲しいという意見がありまし

た。 

 今度、開催する場合は、地区単位で実施したほうがいいと思います。 

 会の形式についてですね。 

 例えば、油津中学校校区を全体的に集めて、先生方と教育委員と意

見交換会をするということですね。 

 そうです。 

 そのほうが学校的な問題とか地区的な問題が分かると思います。 

 年次計画として、昨年度は、小学生、本年度は、教職員と中学生が

対象でした。 

 次年度も年 2 回行われると思いますが、教職員をまた行いたいとい

うことですか。 

 先生方との距離を近くしていたほうが、いろんな問題がでてきた時

に速やかに対応できると思います。 

 先生方の意見を言う場がなかなかないのではと感じました。 

 出来るだけそのような機会を設けるべきだと思います。 

 教育委員会は、お願いするばかりで、教育委員会から降りてきたこ

とは、必ずしないとけないことに対して不満があると思います。 

 そういう意味で教職員とのふれあいコミュニケーションを実施した

ことは、現場の先生方にとって非常に良かったと思います。 

 このような機会を設けることで、現場と教育委員会が近くなると思

います。 

 アンケートの中でもまたこのような機会を設けて欲しいとあったの

で、次年度についても、計画段階で会の形式も含めて検討していきた

いと思います。 

 平成 25年度の日南市教育委員会定例会の実績の資料を見て、協議内

容の全体的バランスについて感じたことですが、教育に関する事務の

管理及び執行の点検評価について、4、5、6 月の 3 ヶ月も協議してい
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（委員長） 

 

 

 

 

（中川補佐） 

 

 

 

（委員長） 

 

 

 

 

 

 

（八木委員） 

 

 

（委員長） 

 

 

（教育長） 

 

 

ます。 

 限られた時間の中で、3 ヶ月も協議するのは、時間がもったいない

感じがします。 

 もう少し、簡素化し短くできないかと思います。 

 もっと協議内容のバランスを考えて計画をたてたほうがいいと感じ

ました。 

 先ほど意見がでましたが、先生方とお話をすることが一番大事だと

思います。 

 特に、若い先生が前回のコミュニケーションで意見が発言できなか

ったので、年代別で意見交換会を行ったらいいと思います。 

 あと、保護者との意見交換会も計画に入れて欲しいです。 

 本年度、教育に関する事務の管理及び執行の点検評価について、新

しい方法で行ったので 3ヶ月をかけて協議しました。 

 実際、3 ヶ月をかけて協議しましたが時間がもったいない感じはし

ました。 

事務局の方で何か改善は、ありますか。 

 新しい方法で行ったので時間を要しましたが、次回からは、それを

ベースに作成することが可能です。 

また、事前に資料を配布し、御意見をもらって終了したいと思いま

す。 

次年度は、回数を減らす形で別な内容を協議できるように考えてい

きたいと思います。 

あと時期について、4 月は、教育に関する事務の管理及び執行の点

検評価が完璧に終わっていないのではないかと思います。 

 そうであれば、完璧に終わったことを見計らって計画するというこ

とも検討するべきだと思います。 

 その他、協議してみたい内容はなにかありませんか。 

 いろいろあります。 

 子どもの健康状態とか食育、スクールカウンセリングなど勉強しな

いといけないことがたくさんあります。 

 協議してみたい内容について、ここですぐに出せないと思いますの

で事務局の方で次回の定例会議までに委員の皆様に協議してみたい内

容についてアンケートをとってもらいます。 

ちょっといいですか。 

教育支援センターについて、スクールアシスタントを含めて 5 名で

活動していただいています。 
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（委員長） 

 

（八木委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学校からの需要が高く、もっと多く派遣していただけないかと要

望されています 

しかし、各学校に出向いて支援する人数に限りがあるため、各学校

の期待に応えらない状況にあります。 

 実際問題として、ここ数年、スクールアシスタント等が学校に入ら

ないと問題が動かなくなっています。 

 学校の先生方だけでは、問題が解決できない事案が増えています。 

 そのため学校もより必要性を求めています。 

 具体的な事案について、研修を組むとすれば、教育支援センターに

十分相談をしたうえで、教育支援センターに出向き、情報交換をすれ

ばいいと思います。 

 是非、そういう機会を計画できればと思います。 

 その他、何かありませんか。 

先日、県の読書推進フェスティバルに 2日間、参加してきました。 

大変、素晴らしい内容でした。 

日南市の学校図書室の司書の方々も全員参加されました。 

その県の読書推進フェスティバルの中で、学校の図書室の充実につ 

いて話題になっていました。 

今の先生方は、図書室の活用が上手く推進できていない感じがしま 

す。 

山形県の朝陽第一小学校で永年、学校の図書司書をされていた方の 

講演会がありました。 

 その講演の中で、学校の図書室には、必ず司書がいらっしゃるそう

です。 

 全国的にそういう学校が増えてきています。 

 宇都宮市も全校配置になったそうです。 

学校の図書室に図書司書が配置されることにより、各学年の子ども 

達にあった読書が推進でき、学力も向上します。 

 日南市もブックピアを推進しているのであれば、学校の図書室に図

書司書を全校配置して欲しいです。 

このことは、4年間、ずっと提案しています。 

教職員やＰＴＡからも話がありました。 

なかなか現実化しないので、学校図書の問題についても計画に入れ 

て下さい。 

 短い時間でもいいので全校配置をして欲しいです。 

 前向きに検討をお願いします。 
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（教育長） 

 

 

（八木委員） 

 

 

 

（教育長） 

 

 

 

 

（委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

（教育長） 

 

 

 

 

 

 

（委員長） 

（教育長） 

 

 

（委員長） 

（藤田委員） 

 

 

 

言われるように、学校の図書室に図書司書を全校配置できれば、学 

校の図書室の充実ができ、今までと違った取組みになっていくでしょ

うけど。 

図書室の図書司書も図書室を活用しながら先生達と一緒に授業がし 

たいと思います。 

そこがまだ上手くいってないのかなと思います。 

また図書司書の雇用が切れないようにして欲しいです。 

図書室を活用した授業は、各学校で取り組まれています。 

ただ内容については、先生のみで授業しており、図書司書と一緒に 

は行っていません。 

 数年前、指定を受けた吾田中・吾田東小学校が研究をしたことはあ

りますが継続的には行いませんでした。 

 人的な部分も含め、図書館教育の充実という大きな視点で検討して

いきたいと思います。 

 他にありませんか。 

昨年、いじめ防止対策推進法が制定されました。 

その中で、地方公共団体は、基本方針を決めないといけないと思い

ます。 

県が決めて、市が決めると思いますが、そのあたりの見通しについ

て教えてください。 

まだ、県の方から具体的に下りてきていません。 

県の方針が下りて、市が方針を策定します。そして、各学校がその

対策のための検討委員会を立ち上げる段取りにはなっています。 

市として準備は、進めています。 

県から方針が下りくれば、すぐに準備できると思います。 

外部の識者として、弁護士をお願いしないといけませんが、まだ具

体的には行っていません。 

そういった問題も教育員会で話題にしていけたらと思います 

機能して実際動くのは、各学校のいじめ不登校対策委員会が動きま

す。 

そこに外部の識者を入れないといけない形になると思います。 

他にありませんか。 

先日の教職員との意見交換会の際に出た意見の中で、毎週、土日、

子ども達が部活関係に携わっているので休憩日を設けてはという意見

が出ました。 

私もその意見には賛成です。 
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（教育長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員長） 

 

 

 

 

（八木委員） 

 

（委員長） 

 

 

（藤田委員） 

 

（委員長） 

 

 

 

 

このことも協議したらと思います。 

このことは、まず、土日に各連盟や各協会が大会を実施します。 

そのことに伴い、大会に向けた練習や大会出場のため、地域の活動

に参加できない状況にあります。 

私が校長をしている時も歯がゆい思いをしました。 

例えば、土日にＰＴＡ総会が開催されますが、その日も大会が入っ

ており、その大会に参加するその子ども達は欠席になります。 

当然、保護者も参観日やＰＴＡ総会に来られません。 

そのような状況です。 

実情として、先生方も休みがなく大変です。 

月 1、2回部活を休憩するよう校長先生に話しかけていきたいとは、

思います。 

そのようなことも協議の計画に入れておけば、事前に実態の調査も

すると思います。 

その中で、問題点や課題が浮かびあがると思います。 

そのことを協議し、改善できればと考えます。 

よろしいでしょうか。 

あと、家庭の教育力の低下についても協議していただければと思い

ます。 

いろいろ意見がでました。 

事務局と相談しながら、3 月に次年度の計画を提案したいと思いま

す。 

全国学力テストの結果の公表について、市町村の判断にゆだねられ

ると思いますが、そのあたりも協議してはと思います。 

確かに、全国学力テストの結果の公表の取扱も協議しないといけな

い事項です。 

市長の考えも確認して、計画したいと思います。 

本年度の反省事項と次年度の計画については、これで終わります。 

 

  

議題２ 日南市教育委員会表彰規則に基づく選定について 

        

             

（中川補佐） 

（教育委員） 

 

日南市教育委員会表彰規則に基づく候補者について説明。 

審議し、受賞者を決定する。 
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報告１ 日南市教育基本方針（素案）の進捗状況について 【中川補佐】 

    日南市教育基本方針（素案）の進捗状況について説明。 

 

八木委員 ・平成２６年度日南市教育基本方針（素案）のパブリックコメント募 

      集ついて、教職員方々や学校に周知をお願いします。 

 

報告２ 「ふれあいコミュ二ケーション」（中学生との意見交換会） 

について 【中川補佐】 

ふれあいコミュニケーション中学生との意見交換会の内容について説明。 

 

 

１１ その他 

 

(1) ３月行事予定について      

   別紙参照 

 

(2) 第１４回 教育委員会会議（定例） 

   ① 日時  平成２６年３月１８日(火)、午前１０時から    

   ② 場所  日南市役所 本館２階会議室     

 

 

１２ 閉会 
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 会議録を調整し署名する。 

 

 

        平成  年  月  日 

 

 

 

    教育委員長                          

 

 

 

    教育委員長職務代理者                     

 

 

 

    教育委員                           

 

 

 

    教育委員                           

 

 

 

    教育長                            

 


